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石川県珠洲市宝立町春日野地内

ＲＣ 1

長寿園デイサービスセンター改修工事

電 気 設 備 工 事 特 記 仕 様 書

フリーアクセスフロア仕上げの室に設置する床用配線器具（電力用、電話用、情報

用）は、使用されるフロアシステムに適合する規格のものを選定のこと。

建築工事にてＰＦ板（スタイロフォーム等）打込みの個所に取付ける位置ボックス

等は保温、結露防止措置を行うこと。

取外し再使用機器は、清掃・点検・調整及び絶縁抵抗測定の上取付けること。

配管並びにプルボックス等で、見え掛かり部分に設けるものは、全て周囲の仕上げ

と同色に塗装仕上げを行うこと。

主要な設備機器類及び一連の装置などの取扱い要領並びに重要な定期点検項目を記

した説明板を作成し、指示する場所に取付けること。

設計図に明記の予備品（付属品を含む）及び機器付属の予備品等は引継目録を添え

て提出のこと。また鍵等はプラスチック名称板（鎖付）を付けて提出のこと。

工事監理用として、本設計図面の全てを工事着手前にマイクロフィルムに撮影し、

縮尺１／２のフィルム原図と縮小版白図製本（５部）を提出のこと。

工事竣工引渡し時には、下記の書類を作成し、監理者の承認を得て提出のこと。

（但し、完成図・完成写真は竣工後１５日以内に提出すれば良いものとする。）

設計図に明記以外は下表によるほか、監理者の指示による。

ものとする。

４．電気設備工事共通仕様書、電気設備工事標準図

３．設　計　図

２．本特記仕様書

１．現場説明事項、質疑応答事項

設計書内容に明記のない場合又は相違ある場合は、原則として次の優先順位による

次の資格を有する者で経歴書並びに会社組織表を提出し、監理者の承諾を受けた者

とする。

着工に先立ち地下に埋設された電気ケーブル、給排水管、ガス管及び架設物等を関

係機関の協力を得て確認し報告すると共に、事故を未然に防ぐよう留意すること。

フリーアクセスフロア１９．

保温・結露防止２０．

再使用機器２１．

塗装仕上２２．

設備説明板２３．

予備品等の引継２４．

工事監理用図面２５．

完成図書２６．

他工事との取合２７．

ａ．

ｂ．

ｃ．

ｄ．

ｅ．

ｆ．

ｇ．

ｈ．

ｉ．

ｊ．

ｋ．

ｌ．

完成図製本

施工図製本

工事写真（一式ファイルに整理したもの）

撮影箇所及び撮影枚数は指示による）

完成写真（カラー写真キャビネ版、アルバム入り、

絶縁抵抗、照度、その他指示による）

試験成績書（接地抵抗、絶縁耐力、保護継電器動作、

保守に関する説明書）

主要機器資料（図面、取扱説明書、試運転性能記録、

主要機材納入業者一覧表（メーカー、代理店、

担当者、電話番号を明記）

官公署の許認可書類、届出書類

非常時連絡先一覧表（請負者、メーカー、諸官庁）

１　部

１　部

１　部

１　部

２　部

１　部

１　部

１　部

１　部

１　部

１　部

１　部

１　部

１　部

１　部

ｃ．

ｂ．

ａ．

ｄ．

ｅ．

ｆ．

ｇ．

ｈ．

ｉ．

ｊ．

ｋ．

ｌ．

ｍ．

ｎ．

ｏ．

ｐ．

ｑ．

配線及び操作スイッチ（機械設備支給品）の取付

テレビアンテナ、避雷針の屋上基礎

配電盤、制御盤の基礎

発電機の基礎

配線、配管ピット及び開口部の蓋

梁、床、壁、貫通部の補強

梁、床、壁、貫通部のスリーブ、仮枠

埋込分電盤及び埋込プルボックスの壁補強

埋込分電盤及び埋込プルボックスの仮枠

照明器具、幹線等の吊りボルト用インサート

天井、壁、ボード類の開口

天井、壁、開口部の下地補強

天井、壁、床、点検口

機械設備機器付属制御盤以降の配線

上記制御盤への電源供給、操作回路の渡り配線

天吊り空調機、ファンコイルと操作スイッチとの渡り

自動扉、電動シャッター等電動建具の１次側配線

自動扉、電動シャッター等電動建具の２次側配線

耐火耐熱電線

非常照明器具

連動制御機器

誘導灯器具

非常放送機器

非常警報機器

火災報知機器

たもの

耐火耐熱電線認定業務委員会の認定を受けている旨の表示をし

防災性能評定委員会の評定マークが貼付されたもの

誘導灯認定委員会の認定証票が貼付されたもの

防災性能評定委員会の評定マークが貼付されたもの

日本消防検定協会の検定証が貼付されたもの

非常警報設備認定委員会の認定証票が貼付されたもの

非常放送設備委員会の認定証票が貼付されたもの

１．設計図書の優先順位

２．現場代理人の資格

３．敷地状況の確認

４．実施工程表

１級電気工事施工管理技士

２級電気工事施工管理技士

（１）

（２）

（３）

着工に先立ち、実施工程表を作成し、監理者の承諾を受けること。

実施工程に重要な変更の必要が生じた場合には、速やかに変更実施工程表を作

成し、監理者の承諾を受けること。

監理者の指示により、実施工程表の補足として、週間又は月間工程表、工種別

工程表を作成し、提出すること。

着工に先立ち、工種別に機器、材料、工法、品質管理等を具体的に定めた施工計画

書を作成し、監理者の承諾を受けること。

本工事に必要な関係諸官公署等への申請手続き並びに検査立会等は、請負者が遅滞

なく行い、これに要する費用も請負者の負担とする。

施工計画書

官公署等への手続６．

５．

７．機器及び材料

８．機材の検査、試験

下請負業者９．

（１）

（２）

（３）

（４）

設計図に明記の機器及び材料の他は、資材指定一覧表による。

ること。

主要機材については、発注前に製作図を提出して監理者の承諾を受けること。

（１） 本工事に使用する主要機器は、各製造工場において所定の検査試験を行い、現

場搬入の際にその成績書を添付すること。

（２） 主要機器で特に監理者の指示するものは、製造工場において立会検査を行う。

但し、これに要する費用は全て請負者の負担とする。

現場での機器調整及び試験等は、関連業者或いはメーカー立会の上行うこと。（３）

下請負者の選定に当たっては、工事着手前に下請負人選定通知書を提出し、監理者

工事用及び試験用電力、用水、排水等は全て請負者の負担とする。工事用電力、水１０．

１１．土工事 （１） 埋設電路の土かぶりは原則として　　　以上とし、車両その他重量物の圧力を

受ける恐れのある場所は　　　以上とする。

（２） 埋戻し及び盛り土種別

購入土（山砂の類）

残土処理

構内指示場所に敷均

根切土の中の良質土

構内指示場所に推積 構外搬出適切処理

１．２ｍ

０．６ｍ

１２．発生材の処理 引渡しを要するものは、指定の場所に整理の上、調書を添えて監理者に引渡す

こと。

引渡しを要しないものは、全て場外に搬出し、関係法令に従い適切に処理する

こと。

（２）

（１）

（３）

１３．工事報告 （１）

（２）

工事の進捗、材料の検査などの状況を示す工事報告書と工事状況を示す写真を

毎月末に提出のこと。

完成後点検できない主要部分及び監理者が必要と認め指示する部分を施工した

場合は、その施工状況を確認できる工事写真を直ちに提出のこと。

耐震措置１４．

　　地域係数 １．０

　　設計用標準震度　　　　（重要度の高い設備機器は※印とする）

　　　　最上階、屋上及び棟屋

　　　　２階床以上

　　　　地階及び１階

１．０

０．６

０．４

　　（重要度の高い設備は、受変電設備、自家発電設備、直流電源装置、

　　　ＣＶＣＦ電源装置、電話設備、防災設備とする。）

１５．貫通部防火措置

１６．

１７．

１８．

塩害対策

地中線路の余長等

呼び線の挿入

に適合した措置又は財団法人日本建築センターの防災性能評定を受けた工法並びに

材料（２時間耐火性能の評定を受けたものとし、工法表示ラベルを貼付）を用いた

（１）

（２） マンホール、ハンドホール内ではケーブルの支持を確実に行うこと。

長さ１ｍ以上の入線しない管路には　　　以上のビニル被覆電線を呼び線として挿

入すること。

１．２㎜

マンホール、ハンドホール内でケーブルの余長を設けること。（１箇所以上）

（３）

（２）

本工事に使用する機材は、下記の指定一覧表に記載の製造業者の製品より選定し、監理者の承認

を得たものとする。

機材の取付等に専門工事を伴う場合は、建設業の許可を有する専門工事業者の責任施工とする。

現場の特異性、地域性により下記の指定一覧表に記載無き製造業者の製品を使用したい場合は、

事前に監理者と協議し、承認を得た上で選定作業に入ること。

電気設備工事機材製造業者指定一覧表

（１）

資材指定共通事項 （共通事項で選択技のあるものは 印のものを適用する）

工事概要

１．工事名称

２．工事場所

３．竣工期日

４．建物概要 建物名称

主要構造

延べ面積 坪）

消防法

㎡ （

（該当欄に●印の付いているものを本工事の工事項目とする）工事項目

提　出　書　類
提出部数

建築主 監理者

他工事との取合い 建築 電気 機械

機材名 記　　　事

工　事　項　目 該当

自家発電設備工事

幹線動力設備工事

電灯受口設備工事

照明器具供給設備工事

インターホン設備工事

ページング設備工事

テレビ共聴視設備工事

電気時計設備工事

放送設備工事

自動火災報知設備工事

防排煙連動制御設備工事

ガス漏れ警報設備工事

避雷針設備工事

（１） 本工事は、本仕様書、設計図並びに国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「電気設備工事共通仕様

書」、「電気設備工事標準図」に基づき、併せて監督諸官庁の規定、電気技術基準調査委員会編

「内線規定」に従い、円滑にこれを遂行するものとする。

本仕様書は、仕様の大要を示すものであり、設計図と対照して法規上、技術上当然施工すべき事

項の他、軽微な変更についても、監理者の指示に従って請負金の範囲内において誠実に施工に当

たること。

（２）

工事仕様

受変電設備工事

別途事項

（１） 次に記する事項は別途工事とする。（●印のついたものが該当）

電力会社工事負担金

図中「別途」と明記のもの

特別留意事項

（１） 次に記する事項には特に留意すること。（●印並びに 印のついたものが該当）

本工事の施工場所は塩害汚染地域に位置する。

弱電設備、防災設備等で特に指示するものは専門メーカーの責任施工とする。

本工事で既存設備機器の増設、改造等がある場合は原則として既存設備機器メーカーの製品

を使用のこと。

但し、メーカー保証が得られる場合は他メーカーの製品を使用しても良い。（保証書の提出

を要する）

本工事は既存施設を使用しながらの施工となるので、既存の電気関連施設の養生、工事中の

仮設等を本工事に含む。

現場での機器調整並びに試験等は、関連業者或いはメーカー立会の上行うこと。

工事終了後は監理者立会の上、各設備の検査・試験を行い、不備のある場合は指定期日内に

修正し再検査を受けること。

テレビ受信障害除去対策関連として下記の事項を本工事に含む。

建築物の耐火構造もしくは防火区画を構成する壁又は床の貫通部には、建築基準法

第３種電気主任技術者

建築設備士

１．５

１．５

０．６

１．０

２．０

１．３

０．６※

※

※

工事場所周辺のテレビ受信状況事前調査。（電測車を使用のこと）

工事場所周辺のテレビ受信状況事後調査。（電測車を使用のこと）

工事施工中のテレビ受信障害除去対策工事。

事前調査、事後調査に基づくテレビ受信障害除去対策工事の設計。

テレビ受信障害除去恒久対策工事。

主要機材は、発注前に「使用予定機材一覧表」を提出して監理者の承諾を受け

同じ種別の機材は他社の機材と混用しないで一社に統一すること。

の承諾を受けること。

電線管・付属品

（金属製電線管）

電線管・付属品

（樹脂製電線管）

ケーブルラック

電線・ケーブル

（一般配線用）

高低圧受配電盤

電線・ケーブル

（耐火・耐熱配線用）

制御盤・分電盤

端子盤・機器収納箱

高低圧開閉機器

保護継電器

変圧器・進相器

発電機

照明器具

（ＨＩＤ器具）

照明器具

（演出用器具）

配線機具

電話機器

ベージング機器

テレビ共聴視機器

インターホン機器

監視テレビ機器

電気時計機器

放送機器

音響機器

自動火災報知機器

防排煙連動制御機器

ガス漏れ警報機器

照明器具

　　・意匠用器具）
（一般工事用器具　

１　部

１　部

丸栄電機

未来工業

ニチア

東芝鋼管 日本パイプ

外山電気 寺田電機

丸一鋼管 摂陽工業

東拓工業

日本パイプ

未来工業

ネグロス電工

日本パイプ日亜金属

日立電線

三菱電線 矢崎電線

住友電工 古河電工

古河電工

沖電線

川崎電気別川製作所

矢崎電線

住友電工

三菱電線

日立電線

タツタ電線

大日製作所

明電舎 三菱電機

川崎電気

三菱電機

別川製作所大日製作所

明電舎

大日製作所

明電舎 三菱電機

別川製作所 川崎電気

日幸電機東京芝浦電気

日本高圧戸上電機

富士電機

日立製作所

明電舎 日新電機

東京芝浦電気 三菱電機

光商工

三菱電機

ニチコン

日立製作所

大光電機

遠藤照明

東芝ライテック

三菱電機

日立製作所

愛知電機

東京芝浦電気

日新電機

ヤンマー

山田照明

小糸工業

東芝ライテック 岩崎電気

小泉産業

大光電機

オーヤマ照明ＲＤＳ

東芝ライテック

松村電機

東芝ライテック 明工社

日立製作所富士通日本電気

岩崎通信機

大井電気 日立製作所

東芝ライテック

ＤＸアンテナ

アイホン

マスプロ電工

宮崎電線 ホーチキ

服部セイコー ＴＩＣシチズン

ソニー

ＴＯＡ

東芝ライテック

ボーズ ヤマハ

不二音響

ＴＯＡ

ニッタンホーチキ能美防災

上記自動火災報知器に準ず

上記自動火災報知器に準ず

大坂避雷針 東京避雷針 名古屋避雷針 島村電機 ワールド

ソニー パイオニア

東芝ライテック ソニー

日立電子

愛知電子

新星電機

沖電気

ＴＯＡ

八木アンテナ

遠藤照明

丸茂電機

三菱電機

オーヤマ照明

山田照明

神保電器

ヤマギワ照明

日本電池

ヤマギワ照明

明電舎

富士電機 立石電機

大坂変圧器

東京芝浦電気

明電舎

日立製作所

三陽製作所東芝ライテック

三菱電機

日立製作所

東芝ライテック

日立製作所 内外電機

三陽製作所

内外電機

富士電機日立製作所

華陽電線

フジクラ 昭和電線

富士電線

昭和電線フジクラ

森電機

三菱樹脂 古河電工

昭和電線南電機

積水化学

三桂製作所

三陽製作所 内外電機

パナソニック

パナソニック

パナソニック

パナソニック

パナソニック

パナソニック

パナソニック

パナソニック

パナソニック

パナソニック

パナソニック

パナソニック

パナソニック

パナソニック

パナソニック

パナソニック

パナソニック

パナソニック

パナソニック

パナソニック

パナソニック

パナソニック

ＪＶＣケンウッド

ＪＶＣケンウッド

ＪＶＣケンウッド

機械警備設備工事

本工事に使用する機材の内、下表に記すものは、認定委員会などで認定され、認定

票を貼付したもの、又は認可されたものを使用すること。

２８．限定品・評定品

２９．はつり・貫通補修 配管配線・機器等の施工に必要な壁・床面のはつり及び貫通に関しては本工事にて

行い、補修まで見込むこと。

駐車管制設備工事

エ ナ ジ ー サ ポ ー ト

備　　　　　考

電話設備工事

再生可能エネルギー設備工事

避雷針

２　部

２　部

２　部

２　部

１　部

施工図ＣＡＤデータ

完成図ＣＡＤデータ

完成図製本（Ａ３版縮小図）

地震力の計算に用いる地域係数及び標準震度は下記の通り。

機器及び配管等は、地震時に水平移動・転倒・落下等が生じないよう、国土交通省

住宅局建築指導課監修の「建築設備耐震設計施工指針」に基づく耐震措置を施すこと。

造・地下 階・地上 階

月 日年

措置を行うこと。

塩害汚染の恐れがある場合は監理者と協議とする。

電話局線引込

警備保障工事

非常照明･誘導灯設備工事

監視カメラ設備工事

ＬＡＮ配管・配線設備工事

Creation ＆ Technology

株式会社　五井建築研究所

縮尺工事名訂正 記事担当 年月日 工事番号一級建築士事務所石川県知事登録　 １ ０ ２６号
一級建築士　 　第２ ６ ９ ９２ ３号　 　 　 　 　 　
設備設計一級建築士第２ ３２ ６号　 　喜多孝之

図面名

特記仕様書（１）
ＮＳ （ Ａ １ ）
ＮＳ （ Ａ ３ ）

Ｅ００１
長寿園デイサービスセンター改修工事２４－２３ Ｆ
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ＩＳＤＮ回線

印を付けたものを適用する）設備概要 （選択肢の有るものは、●印、

工事範囲 責任分界点以降の配管、配線並びに受変電機器の取設け等。

工事範囲 発電装置並びに付属補機の据付、排気・冷却水・燃料等の各種配管工事及び試運

転調整・試験等。

システム

用途

発電装置形式

始動時間

発電電圧

原動機

始動方式

冷却方式

騒音レベル

発電機盤

電源切換盤

燃料タンク

発電装置基礎

配管・配線ピット

発電専用システム

防災専用

一般常用専用

キュービクルタイプ

１０秒

三相三線式

ディーゼル機関

電気式

ラジエーター式

普通騒音

一体搭載式

一体搭載式

一体搭載タンク

本工事

本工事

コ・ジェネシステム

一般予備専用

防災、一般常用兼用

オープンタイプ

４０秒

三相三線式

ガスタービン機関

空気式

放水冷却式

低騒音

別置式

別置式

別置タンク

別途工事（建築工事）

別途工事（建築工事）

防災、一般予備兼用

循環水冷却式

超低騒音

認定 社団法人日本内燃力発電設備協会による自家発電設備認定品

幹
線
動
力
設
備

工事範囲 ［幹線設備］ 高圧受電の場合 受変電設備低圧配電盤二次側の配管、配線

及び動力制御盤・電灯分電盤の取設け等。

低圧受電の場合 引込口配線並びに以降配管、配線及び動力

制御盤・電灯分電盤の取設け等。

［動力設備］ 動力制御盤二次側の配管配線並びに機器への接続、調整等。

制御盤形式

分電盤形式

中央監視制御

制御用液面電極等

機器接続

高調波の抑制

接地種別

露出型

露出型

無

本工事

電動機等への配線接続は原則として二種金属製可とう電線管を使用のこと。

電動機回転制御に用いるインバーターは、高調波の発生を抑制するリアクトル付

きとする。

Ｄ種

鋼鈑製メラミン樹脂焼付塗装仕上

ガリバリウム鋼鈑製

アルミ製アルマイト処理仕上

半埋込型

有（本工事）

半埋込型

別途工事（機械設備工事）

埋込型

埋込型

有（別途工事）

Ｃ種

鋼鈑製溶融亜鉛メッキ仕上

ステンレス鋼鈑製（ＳＵＳ３０４）

電
灯
受
口
設
備

工事範囲 電灯分電盤二次側の配管、配線並びに配線器具の取設け等。

配線方法

配線器具

配線器具プレート

フロアーボックス

同上用プレート

ハイテンション

配管配線

大角型

新金属製 ステンレス製

ワイド型

前記併用

連用型

樹脂製

図中特記無き限りアウトレットボックス（大四角　　　）を使用のこと。

水平高低調整式

アップ式 内部固定式

水平調整式 簡易式

外部固定式

Ｆ－５

ＦＣ－８

１ダクト方式

浅型

標準型

フル２線式

フロアダクト

同上布設方式

Ｊ・ボックス

フロアマーカー

リモコン制御方式

Ｆ－７

セルラダクト

２ダクト方式

中深型

フラット型

ワンショット式

ＦＣ－６

ダクト方式

深型

タイルカーペット用

予備配管

立上げること。

埋込分電盤からの立上り予備配管は、図中明記なくとも　　　を２本、天井まで

受
変
電
設
備

非
常
照
明
・
誘
導
灯
設
備

照
明
器
具
供
給
設
備

工事範囲

監視対象ガス

監視方式

集中監視盤

配線方法

工事範囲

非常照明用分電盤

非常照明器具

誘導灯器具

誘導灯信号装置

工事範囲

直管形　３０Ｗ以上

直管形　２０Ｗ以下

環　形

Ｈｆ形

コンパクト形

高力率ラピッドスタート方式

低力率グロースタート方式

低力率グロースタート方式

高力率Ｈｆインバーター方式

低力率電子スタート方式、高力率インバーター方式

蛍光灯点灯方式

蛍光ランプの種別 普通形

白色

高効率高演色形（３波長域発光形）

昼白色 電球色

白熱灯器具に使用するランプの定格電圧は、特に指定する場合を除き１１０Ｖと

する。

ランプ定格電圧

ＨＩＤ用安定器

器具の支持方法

高力率定電力型 高力率低始動電流型高力率一般型

インサート、スタッド、吊りボルト等で支持し、天井仕上材に直接荷重の掛から

ぬように取付けること。

水気有する場所に取付るもの及び対地電圧１５０Ｖ以上のものに、Ｄ種接地工事

を施すこと。

器具の接地

外灯ポール基礎 本工事 別途工事（建築工事）

サイン器具の取付けも本工事に含む。

演出照明器具の取付けも本工事に含む。

サイン器具関連の配管、配線等も本工事に含む。

演出照明関連の配管、配線等も本工事に含む。

工事範囲 保安器盤、端子盤、アウトレット等の取設け並びに配管、呼線の引入れ等。

交換機、電話機等の取設け並びに配線等。

フロアーボックス 図中特記無き限りアウトレットボックス（大四角　　　）を使用のこと。

同上用プレート

ローテーション

水平高低調整式

アップ式 固定式

水平調整式 簡易式

交換機 形　　式

外線接続

ＰＣＭ時分割形蓄積プログラム制御デジタル電子式

中継台方式

分散中継台方式

個別着信応答方式

ＰＢＸダイヤルイン

分散方式

分散中継切替台併用方式

内線ダイレクトダイヤル方式

ボタン電話装置 形　　式 ＰＣＭ時分割形蓄積プログラム制御デジタル電子式

外線接続 個別着信

付加番号ダイヤルイン

ＰＢＸダイヤルイン

ダイレクトグループライン

対応外線種別 公衆アナログ回線

専用デジタル回線

一般内線電話機

一般コードレス電話機

ＦＡＸ

ファクシミリ、ＯＡ機器等の信号電送用の配管、配線等も本工事に含む。

エレベーターインターホンの設置に必要な配管、配線等も本工事に含む。

ＩＮＳネット６４

ＩＮＳネット１５００

多機能電話機

多機能コードレス電話機

パソコン

対応内線種別

インターホン機器に至る配管・配線のみとし、機器は別途とする。

電話機型

卓上型

同時通話

親子式

ＡＣ１００Ｖ ＤＣ６Ｖ（乾電池式）

相互式

交互通話

壁掛型

拡声型 モニターテレビ付

壁埋込型

複合式

工事範囲

形　　式

通話方式

通話網方式

電　　源

エレベーターインターホンの設置に必要な配管・配線等も本工事に含む。

主装置、送信機、アンテナ、子機の取設け等。

工事範囲

システムの方式 単独式 内線電話連動式

誘導無線式無線式送信方法

主装置の回線数 回線容量 （実装容量 回線 ／ 最大収容可能容量 回線）

子機の電源方式

子機の納入台数

充電式 電池式

（ 台）

電
話
設
備

自
家
発
電
設
備

自
動
火
災
報
知
設
備

放
送
設
備

避
雷
針
設
備

機
械
警
備
設
備

監
視
テ
レ
ビ
設
備

ガ
ス
漏
れ
警
報
設
備

防
排
煙
連
動
制
御
設
備

テ
レ
ビ
共
聴
視
設
備

工事範囲

設け並びに配管、配線等。

アンテナ、増幅器、分岐器、分配器、直列ユニット等システムに必要な機器の取

システムの方式

信号伝送配線系統

自家受信一般共聴視

ケーブルテレビ受信共聴視

同軸ケーブル１条配線方式

自家受信双方向共聴視

同軸ケーブル２条配線方式

受信チャンネル ＶＨＦ

スーパーハイバンド

ＵＨＦ

ＣＳ

ＶＨＦ

ＵＨＦ

ＳＨＦ

ＣＳ ＣＳ

ＢＳ

ＵＨＦ

ミッドバンド

ＢＳ伝送方式 ＢＳ－ＩＦ ＢＳ－ＨＡ

ＶＨＦ・ミッドバンド

ＵＨＦ・ＳＨＦ

スーパーハイバンド

ＢＳ・ＣＳ

ＢＬ規格適合品

側壁型

本工事

ＮＨＫ辺地共同受信機材適合品

自立型

別途工事（建築工事）

共聴視機器

アンテナマスト

自立マスト基礎

ＡＭ放送、ＦＭ放送のラジオ共聴設備工事も本工事に含む。

ビル陰対策用の配管工事等も本工事に含む。

（Ｈｉ）

（Ｌｏ） （Ｈｉ）

（Ｌｏ） （Ｍｉ）

工事範囲

システム

監視テレビカメラ

モニターテレビ

ビデオ録画

監視テレビ機器の設置に必要な配管、配線等。

テレビカメラ、モニターテレビ及び関連機器の取設け等。

対方式

モノクロ方式

分散監視方式

カラー方式

集中監視方式

音声監視併用

外部同期

電動ズーム式

水平垂直電動式

内部同期

手動ズーム式

水平電動式

電源同期

固定焦点式

固定式

同調方式

レンズ

取付台

ブラウン管（

液晶　　　（

吋）

吋）

主要用途

放送アンプ

電
気
時
計
設
備

工事範囲

電気親時計

電気小時計

電池式単体時計

電気親時計、小時計等の取付け並びに配管、配線等。

電池式単体時計の設置等。

形　　式　　　 壁埋込型　　　　　　

自立型　　　　　　　

壁掛型

パネル組込型

出力信号　　　ＤＣ２４Ｖ、有極３０秒パルス

出力回路数　（ 回路）［１回路に付１２ｍＡ小時計３０台まで駆動可能］

時報機構　　（ 回路）［５分単位　２４時間制］

アナログ表示 デジタル表示

壁半埋込型壁埋込型

吊下げ型 特殊型（　　　　）

壁掛型

デジタル表示アナログ表示

工事範囲 放送アンプ、スピーカー、アッテネーター等に至る配管配線及び機器の取付。

業務放送専用 非常放送専用 非常・業務兼用

壁掛型卓上型形　　式

出　　力 回路数（ 回路） ／ 定格出力（ Ｗ）

付加機能 リモコン

チャイム演奏

音声警報 自火報連動

ラジオ受信

ＢＧＭ演奏 テープ演奏

個別放送設備機器の取設け等も本工事に含む。

演出用映像設備機器の取設け等も本工事に含む。

有線放送受信用の配管工事も本工事に含む。

工事範囲 受信機、発信機、電鈴、表示灯、感知器等に至る配管配線・機器取付とする

移報コード出力

動作・状態表示

移報接点出力

受信機 Ｐ型１級 回線

単独盤

誘導灯信号装置用

ＲＳ２３２Ｃ

屋内消火栓関連

特殊消火関連

屋外消火栓関連

非常放送アンプ用

複合盤

Ｐ型２級 Ｒ型

空調ファン停止用

スプリンクラー関連

屋内消火栓ポンプ起動用（

屋外消火栓ポンプ起動用（

に組込）

に組込）

移報器

表示機 Ｐ型１級 Ｐ型２級 Ｒ型

単独設置型

電鈴 非常放送で代替

消火栓箱内蔵型総合盤

地区音響装置

火災通報装置 適用回線

通報先

一般加入電話回線

１１９番　＋　一般通報（ 個所）

工事範囲

連動制御盤

制御項目

連動制御盤、感知器、自動閉鎖装置等に至る配管・配線及び機器取付け。

単独盤

Ｐ型１級

複合盤

Ｒ型

防火戸

防火防煙ダンパー

空調ファン停止

防火シャッター 防煙垂れ壁

非常口

ガス漏れ警報機等の取設け並びに配管、配線等。

都市ガス ＬＰＧ

外部警報式警報器単体式 集中監視式

回線

複合盤

ＧＲ型回線ＧＰ型

単独盤

回線 回線

工事範囲

防犯受信機

防犯センサー

警備保障会社の警備機器設置に必要な、機器収納函・アウトレット等の取設

機械警備に必要な、防犯受信機・中継器・防犯センサー等の取設け並びに配

管、配線等。

警戒回路数 回線

マグネット式

赤外線感知式

超音波感知式

振動感知式

熱線感知式

工事範囲 避雷突針、支持管、水平導体、避雷導線、導線支持物、接地極、試験端子、接続

端子の取設け等。

方　　式

避雷突針

支持管形式

支持管材質

水平導体

避雷導線

端子ボックス

接地極

自立支持管基礎

避雷突針方式

ＪＩＳ大型（銅製・金メッキ）

側壁型

黄銅管

銅帯

単独導線

黄銅製

銅板式（現場の状況により接地銅棒等を併用のこと）

本工事 別途工事（建築工事）

塩化ビニル製

建物鉄骨利用（導線引出金物使用）

銅線

ステンレス管

自立型

水平導体方式

ＪＩＳ大型（銅製・クロームメッキ）

前記併用

溶融亜鉛メッキ鋼管

建築金物（笠木等）

耐蝕アルミ合金製

専用アナログ回線

ケーブルラック種別

端末信号レベル設定

分電盤二次側の非常照明器具、誘導灯器具へ至る配管、配線並びに器具類の取設

け等。

［非常照明設備］

［誘導灯設備］

一般電灯配線に準ずる（予備電源内蔵型器具使用）

法令に基づく耐火配線（予備電源別置型器具使用）

一般電灯配線に準ずる（非常電源内蔵型器具使用）

一種耐火専用分電盤

予備電源内蔵型

非常電源内蔵型

二種耐火専用分電盤

予備電源別置型

共用分電盤

形状

付加機能

制御機能 点滅

点滅

一般型誘導灯 高輝度型誘導灯

点滅誘導音付加

誘導音 減光

減光

パネル型誘導灯

消灯

回線 回線

回線 回線 回線

ワイヤレス受信

ベージング機器の設置に必要な配管、配線等。

系統連係 あり なし

売　　電

風力発電

その他（　　　　　）

ｋＷ

ｋＷ

ｋＷ

単相二線式 Ｖ電源方式 単相三線式 三相三線式

なし全量買取方式 余剰電力買取方式

電力供給会社との協議及び調整も本工事に含む。

敷設に必要な接地工事及び配線工事も本工事に含む。

既設主装置からの配管配線・電話機の取設け

買電２回線受電方式（本線・予備線）

コ・ジェネ系統連係買電１回線受電方式

三相三線式 三相三線式

ＣＢ型 ＰＦ－Ｓ型

一般閉鎖式

油入式

油入式

油入式

銅板式

本工事

本工事 別途工事（建築工事）

別途工事（建築工事）

接地棒式

乾式ガス封入型

乾式モールド

乾式モールド

前面操作形閉鎖式 フレーム組開放式

受電方式

受電電圧

受変電設備の方式

受変電盤形式

変圧器形式

リアクトル形式

コンデンサー形式

接地極形式

受配電盤基礎

配線ピット

高調波抑制対策

通産局届出書類

適用対象

［高調波抑制対策技術指針に基ずく］

適用対象外

主任技術者の指示に従って作成し、必要部数を提出のこと。

買電１回線受電方式

認定 社団法人日本電気協会によるキュービクル式非常電源専用受電設備認定品

ボタン電話装置、電話機等の取設け並びに配管配線等。

ＶＶＦケーブル配線

ＬＥＤ照明器具の取設け等。

け並びに配管。一次側電源。（図示による）

イ

ン

タ

ー

ホ

ン

設

備

ペ

ー

ジ

ン

グ

設

備

ＨＤＤ録画（容量２ＴＢ）

ワゴン型

トイレ呼出しの設置も本工事に含む。

排煙口

シートシャッター

方　　式 太陽光発電

再

生

可

能

エ

ネ

ル

ギ

ー

設

備

工事範囲

Ｌ

Ａ

Ｎ

設

備

配管配線及びＨＵＢ・アクセスポイントの取付調整を行う。

Creation ＆ Technology

株式会社　五井建築研究所

縮尺工事名訂正 記事担当 年月日 工事番号一級建築士事務所石川県知事登録　 １ ０ ２６号
一級建築士　 　第２ ６ ９ ９２ ３号　 　 　 　 　 　
設備設計一級建築士第２ ３２ ６号　 　喜多孝之

図面名

特記仕様書（２）
Ｅ００２ＮＳ （ Ａ １ ）

ＮＳ （ Ａ ３ ）２ ４－２３ Ｆ 長寿園デイサービスセンター改修工事
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8.87.29.5

10.6

5.9

41.1

5.0
5.4

9.4
6.515.6

14.91.1

9.64.6

※Ａ

※Ａ

※Ａ

※Ａ

既設デイサービス増設動力盤

H.H

900*900*900900*900*900

900*900*900

900*900*900

H.H

900*900*900

デイサービス増設動力盤～E22mm2CVT 100mm2動力幹線 キュービクル－天井ころがし

デイサービス増設動力盤～キュービクルFEP65 －E22mm2CVT 100mm2動力幹線

H.H

H.H

H.H

新設Ｑｕｂ

別館
新館

倉庫
車庫

市道 81-3

車庫

デイサービス

デイサービス

株式会社　五井建築研究所

縮尺工事名訂正 記事担当 年月日 工事番号一級建築士事務所石川県知事登録　 １ ０ ２６号
一級建築士　 　第２ ６ ９ ９２ ３号　 　 　 　 　 　
設備設計一級建築士第２ ３２ ６号　 　喜多孝之

図面名

電気設備　配置図
E003

A3=1/600長寿園デイサービスセンター改修工事２４－２３ Ｆ2026 .4K.Haruk i  
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ピット
ピット

車庫

ピット

ろ過機

ピット

VB盤

PHR-1 1.5KW

P

CV3.5-4C（E25）

CV3.5-4C（E25）

CV3.5-4C（E25）

CV5.5-4C（E25）

CVT14+IV5.5（E31）

3φ200V1.5kw

3φ200V1.5kw

3φ200V1.5kw

3φ200V1.5kw*2

3φ200V17.0kw

※既設動力盤改造

移

新

新

新

新

（新規設置位置）

衛生　ピット平面図 （S=1:100）

ECM

PD

1

THW

6

PHWU

1

WFU

1

制御盤（PD-1）

株式会社　五井建築研究所

縮尺工事名訂正 記事担当 年月日 工事番号一級建築士事務所石川県知事登録　 １ ０ ２６号
一級建築士　 　第２ ６ ９ ９２ ３号　 　 　 　 　 　
設備設計一級建築士第２ ３２ ６号　 　喜多孝之

図面名

ピット動力設備　平面図 A3=1/200
E004

2026 .4K.Haruk i  ２ ４－２３ Ｆ 長寿園デイサービスセンター改修工事



キッチン

３．防火区画貫通処理は国土交通大臣認定工法を施すこと。

　　二重天井内はケーブルころがしとし、壁立下げ、梁貫通部等は保護管で保護とする。

保護管
２．特記なき配管配線は下記による。

：露出配管配線

：天井ころがし配線

１．特記なき配線種別は下記による。

＜ 注 記 ＞

：地中埋設配管配線

：床スラブ埋込配管

 VVF2.0-3C (PF22)

 VVF2.0-3C+IV2.0 (PF22)

増設動力盤へ 増設動力盤へ
増設電灯盤へ

RFS

3φ200V0.7kw

3φ200V0.7kw

RFE

PAC1

1φ200V2.54kw冷媒共巻

※既設盤上部に増設電灯盤（主幹50A分岐20A*4回路）設置

※既設盤上部に増設動力盤（主幹150A分岐30A*6回路）設置
　QubよりCVT100sqE22sq（FEP65)
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株式会社　五井建築研究所

縮尺工事名訂正 記事担当 年月日 工事番号一級建築士事務所石川県知事登録　 １ ０ ２６号
一級建築士　 　第２ ６ ９ ９２ ３号　 　 　 　 　 　
設備設計一級建築士第２ ３２ ６号　 　喜多孝之

図面名

（キッチン）換気空調設備　平面図 A3=1/30
E005

長寿園デイサービスセンター改修工事２４－２３ Ｆ2026.4K.Haruki 



キッチン

(PF16) VVF1.6-2C

３．防火区画貫通処理は国土交通大臣認定工法を施すこと。

　　二重天井内はケーブルころがしとし、壁立下げ、梁貫通部等は保護管で保護とする。

 VVF2.0-3C+IV2.0 (PF22)

(PF22)

保護管
２．特記なき配管配線は下記による。

：露出配管配線

：天井ころがし配線

１．特記なき配線種別は下記による。

＜ 注 記 ＞

：地中埋設配管配線

：床スラブ埋込配管

 VVF1.6-3C

既設照明回路

既設脱着

新設器具Ａ 新設器具Ａ

スイッチ新設

※既設スクエア照明500□1台撤去

Ａ

電圧１００～２４２Ｖ

本体：鋼板（白色粉体塗装）

ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）

昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３

ＬＥＤ逆富士型（標準型）

6900lmLED43.0W（FHF32Wx2高出力相当）
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株式会社　五井建築研究所

縮尺工事名訂正 記事担当 年月日 工事番号一級建築士事務所石川県知事登録　１ ０ ２６号
一級建築士　 　第２６ ９ ９２ ３号　 　 　 　 　 　
設備設計一級建築士第２ ３２ ６号　 　喜多孝之

図面名

（キッチン）電灯設備　平面図 A3=1/30長寿園デイサービスセンター改修工事2026.4K.Haruki ２４－２ ３ Ｆ
E006



キッチン

(PF16) VVF1.6-2C

３．防火区画貫通処理は国土交通大臣認定工法を施すこと。

　　二重天井内はケーブルころがしとし、壁立下げ、梁貫通部等は保護管で保護とする。

 VVF2.0-3C+IV2.0

(PF22)

(PF22)

(PF22) VVF2.0-3C

5.5
CV5.5-3C

保護管
２．特記なき配管配線は下記による。

：露出配管配線

：天井ころがし配線

１．特記なき配線種別は下記による。

＜ 注 記 ＞

：地中埋設配管配線

：床スラブ埋込配管

5
.
5

5
.5

5
.5

5
.
5

5
.5

5.
5

5.
5

5.
5

3φ200V30A
3φ200V30A 3φ200V30A

ET

ET

増設電灯盤へ

※既設盤上部に増設電灯盤（主幹50A分岐20A*4回路）設置

※既設盤上部に増設動力盤（主幹150A分岐30A*6回路）設置
　QubよりCVT100sqE22sq（FEP65)

ET

ET

ET

前室

ET ET

増設動力盤へ

増設電灯盤へ

ET

消毒保管庫

3φ200V20A

増設動力盤へ

3φ200V30A

食洗器
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増設動力盤へ 増設電灯盤へ
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株式会社　五井建築研究所

縮尺工事名訂正 記事担当 年月日 工事番号一級建築士事務所石川県知事登録　 １ ０ ２６号
一級建築士　 　第２ ６ ９ ９２ ３号　 　 　 　 　 　
設備設計一級建築士第２ ３２ ６号　 　喜多孝之

図面名

（キッチン）コンセント設備　平面図 A3=1/30
E007

2026.4K.Haruki ２４－２３ Ｆ 長寿園デイサービスセンター改修工事



手摺

便所

浴室 脱衣室

手摺

深さ最低600必要

既設電灯盤へ

P.BOX150*150*100
立下げ配管HIVE22

(PF16) VVF1.6-2C

３．防火区画貫通処理は国土交通大臣認定工法を施すこと。

　　二重天井内はケーブルころがしとし、壁立下げ、梁貫通部等は保護管で保護とする。

 VVF2.0-3C+IV2.0

(PF22)

(PF22)

(PF22) VVF2.0-3C

5.5
CV5.5-3C

保護管
２．特記なき配管配線は下記による。

：露出配管配線

：天井ころがし配線

１．特記なき配線種別は下記による。

＜ 注 記 ＞

：地中埋設配管配線

：床スラブ埋込配管

Ｓ 15A

機械浴電源配管立ち上げ部詳細

アンカー

 ボルト
電線

リフト本体へＭ１６アンカーボルト（２本）
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０

１
３
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株式会社　五井建築研究所

縮尺工事名訂正 記事担当 年月日 工事番号一級建築士事務所石川県知事登録　１ ０ ２６号
一級建築士　 　第２６ ９ ９２ ３号　 　 　 　 　 　
設備設計一級建築士第２ ３２ ６号　 　喜多孝之

図面名

（浴室）電気設備　平面図長寿園デイサービスセンター改修工事 A3=1/50
E008

K.Haruk i  2026 .4 ２ ４－２ ３ Ｆ



プラスチック枠／ＰＭＭＡ

単３形アルカリ乾電池２個

標準電波を受信して時刻を修正

ボタン操作

ケース

標準電波

受信機能ＯＮ／ＯＦＦ

手動時刻合わせ ボタン操作で可能

電源

46.7

33
5

電波時計（丸型：３３５φ）

株式会社　五井建築研究所

縮尺工事名記事 工事番号一級建築士事務所石川県知事登録　 １ ０ ２６号
一級建築士　 　第２ ６ ９ ９２ ３号　 　 　 　 　 　
設備設計一級建築士第２ ３２ ６号　 　喜多孝之

図面名

弱電設備　機器図長寿園デイサービスセンター改修工事

訂正担当 年月日

2026.4K.Haruki A3=1/NS
E009

２４－２３ Ｆ



ＡＰ

ＨＵＢ

ＡＭＰ

ＡＥ１．２－２Ｐ×２

本棟印刷室より移設

　　　　　　　（ＦＥＰ３０）×３

火災通報装置連絡用子機

ＴＫＥＥ０．５－２０Ｐ

　　　　　　　（ＦＥＰ３０）×２ 　　　　　　　（ＦＥＰ３０）×２ 　　　　　　　（ＦＥＰ３０）

ＵＴＰ０．５－４Ｐ（既設配管）

ＨＵＢ

ＡＰ

既設ＰｏＥ ＨＵＢ１０ポートを
２８ポートに変更する。

ＡＭＰ

ＯＮＵ

ルータ

凡　例凡　例

名　　　　　　　称記　　号 名　　　　　　　称記　　号 備　　　　　　　考備　　　　　　　考

電話アウトレット ６極４芯モジュラ―ジャック

ＬＡＮアウトレット ８極８芯モジュラ―ジャック

テレビ受口 壁付　４Ｋ・８Ｋ対応

端子盤 端子盤内表参照

天井埋込型スピーカー １Ｗ　ＡＴＴ付 （姿図参照）

業務用放送アンプ ６０Ｗ　５局＋一斉 （姿図参照）

１．特記なき配管配線は下記とする。

注　記

電話設備

ＬＡＮ設備

テレビ共同受信設備

Ｓ－５Ｃ－ＦＢ 天井内転がし配線

拡声設備

天井内転がし配線ＡＥ１．２－３Ｃ

　　又、防火区画貫通箇所は両側に１ｍ突出し金属管にて保護する事

２．二重天井内ケ－ブル転がし配線より、壁・スラブに移行する場合は電線管にて保護する事

端子盤内表

テレビ

既設

端子板
Ｔ－Ａ－１

電　話 ＬＡＮ

　　　　　　　　　　　（ＰＦ２８）×２ 天井内隠ぺい配線

天井内隠ぺい配線

　　　　　　　　　　　（ＰＦ２８）×３ 天井内隠ぺい配線

プルボックス ３００□×３００

３．機器引き下げ位置がＲＣの場合はメタルモールにて保護する事

電話保安器

スペース

フロアＨＵＢ８ポート
既設２ＰコンセントＴ－Ａ－２

フロアＨＵＢ８ポート
既設２Ｐコンセント

混合器×１

－

４．図中細線・破線は既設もしくは別途工事を示す

既設
Ｕ／ＢＣＳブースター×１ 

電話主装置 既設　本棟印刷室より移設

（姿図参照）

（姿図参照）

アクセスポイント ＰｏＥ給電

ＰｏＥ　ＨＵＢ ＰｏＥ給電２４ポート

（姿図参照）３３５φ電波時計

×２

×３

×２
　　　　　　　　　　　（ＰＦ２８）×２

ＩＣＴ０．５－２Ｐ 天井内転がし配線

ＵＴＰ０．５－４Ｐ 天井内転がし配線

天井内隠ぺい配線　　　　　　　　　　　（ＰＦ２８）

コア抜き φ５０

Ｔ－Ａ－３
端子板

Ｔ－Ａ－４
既設

端子板

－

－

※　既設ブースターを更新する。

Ｕ／ＢＣＳブースター×１ 
４分配器×１

※　既設ブースターを更新する。

×３

テレビ共同受信設備　系統図

１Ｆ

２Ｆ

１Ｆ

２Ｆ

時計設備　系統図

１Ｆ

２Ｆ

１Ｆ

２Ｆ

新館

デイサービス棟

既設テレビ共同受信設備による

新館

デイサービス棟

１Ｆ１Ｆ １Ｆ

２Ｆ

１Ｆ

２Ｆ

新館

拡声設備　系統図

×６

×５

立上げ配管はＧ２８にて保護の事 立上げ配管はＧ２８にて保護の事 立上げ配管はＧ２８にて保護の事 立上げ配管はＧ２８にて保護の事

電話設備　系統図

１Ｆ

２Ｆ

１Ｆ

２Ｆ

１Ｆ

ＬＡＮ設備　系統図

１Ｆ

２Ｆ

１Ｆ

２Ｆ

１Ｆ

Ｔ

ＷＰ．ＳＵＳ

Ｔ

Ｔ

×６

Ｔ

×３

×３ ×３

新棟

デイサービス棟

×６

×３

×２ ×２

新棟

デイサービス棟

×２×２

施主契約

×２

×２

ＷＰ．ＳＵＳ

×３

×３

×３

×２

×２

×２

Ｔ－Ａ－４ Ｔ－Ａ－２Ｔ－Ａ－３ Ｔ－Ａ－２

Ｔ－Ａ－２

Ｔ－Ａ－１

Ｔ－Ａ－２

Ｔ－Ａ－１

Ｔ

株式会社　五井建築研究所

縮尺工事名訂正 記事担当 年月日 工事番号一級建築士事務所石川県知事登録　 １ ０ ２６号
一級建築士　 　第２ ６ ９ ９２ ３号　 　 　 　 　 　
設備設計一級建築士第２ ３２ ６号　 　喜多孝之

図面名

弱電設備　系統図（１）長寿園デイサービスセンター改修工事２４－２３ Ｆ A3=1/NS
E010

2026.4K.Haruki 



ＦＣＰＥＥ－Ｓ０．９－５Ｐ（ＦＥＰ３０）×２

ＦＣＰＥＥ－Ｓ０．９－５Ｐ×２

ＦＣＰＥＥ－Ｓ０．９－５Ｐ×２

ＦＣＰＥＥ０．６５－５Ｐ×２

ＮＣ

Ｔ

ＮＣ

ＦＣＰＥＥ０．９－５Ｐ

解体建屋本館１Ｆ寮母室より
ナースコール制御盤を移設する。

ｔ Ｄ

ＨＰ０．９－３Ｐ（Ｅ１９）

ＨＰ０．９－１０Ｐ
ＨＰ０．９－３Ｐ

表示機を撤去し受信機に更新とする。

Ｔ

Ｎｏ.

ＢＰ

Ｐ

Ｂ

再

ｔ

Ｄ

ＲＲ

ＲＲ Ｒ

ナースコール設備　系統図

１Ｆ

２Ｆ

１Ｆ

２Ｆ

１Ｆ

立上げ配管はＧ２８にて保護の事

新棟

デイサービス棟

×２

×２

×２

×２

インターホン設備　系統図

１Ｆ

２Ｆ

１Ｆ

２Ｆ

新棟

１Ｆ

２Ｆ

１Ｆ

２Ｆ

新棟

デイサービス棟

１Ｆ

自火報設備　系統図

床コア抜きφ５０

５Ｐ
×２

ΩＨＤＨＤ

５Ｐ

１０Ｐ

ＷＰ．ＳＵＳ

１０Ｐ

１０Ｐ

３Ｐ

名　　　　　　　称記　　号 名　　　　　　　称記　　号 備　　　　　　　考備　　　　　　　考

１．特記なき配管配線は下記とする。

注　記

　　又、防火区画貫通箇所は両側に１ｍ突出し金属管にて保護する事

２．二重天井内ケ－ブル転がし配線より、壁・スラブに移行する場合は電線管にて保護する事

自動火災報知設備

天井内転がし配線ＡＥ０．９－４Ｃ

警戒区域番号 火災表示用

３．新設感知器の動作試験を見込むこと。

ＨＰ０．９－５Ｐ

ＨＰ０．９－１０Ｐ 天井内転がし配線

ＨＰ０．９－１０Ｐ（Ｇ２８） 露出配管配線

１０Ｐ

１０Ｐ

複合盤 Ｐ型１級１５回線（１０Ｌ＋１Ｌ）

消火栓ポンプ制御盤 　　組込、屋内、屋外兼用（衛生工事）ＨＤＨＤ

凡　例凡　例

アラーム弁番号 スプリンクラー用

４．図中太線は新設を示し、細線は既設を示す。

機器収容箱 露出型　縦型 収容

定温式スポット型感知器 １種, 防水型

地区音響装置

発信機 Ｐ型１級　フラット型表示灯付

ＤＣ２４Ｖ

１０ｋΩ終端抵抗Ω

５Ｐ
天井内転がし配線

火災通報装置 火災通報専用遠隔起動装置付（火災通報装置用子機込）

取り外し・再取り付け

プルボックス ３００□×３００

受信機 Ｐ型１級５回線

ＨＰ０．９－３Ｐ
３Ｐ

天井内転がし配線

連動停止スイッチ ＤＣ２４Ｖ

名　　　　　　　称記　　号 名　　　　　　　称記　　号 備　　　　　　　考備　　　　　　　考

インターホン親機 モニター付 （姿図参照）

ドアホン子機 カメラ付 （姿図参照）

１．特記なき配管配線は下記とする。

注　記

インターホン設備

ＡＥ０．９－２Ｃ 天井内転がし配線

ナースコール設備

ＦＣＰＥＥ０．６５－１Ｐ 天井内転がし配線

ＡＥ０．６５－２Ｃ 天井内転がし配線

　　又、防火区画貫通箇所は両側に１ｍ突出し金属管にて保護する事

２．二重天井内ケ－ブル転がし配線より、壁・スラブに移行する場合は電線管にて保護する事

ＡＥ０．６５－４Ｃ

３．機器引き下げ位置がＲＣの場合はメタルモールにて保護する事

４．図中細線・破線は既設もしくは別途工事を示す

ナースコール親機 ２０局 （姿図参照）

制御装置 制御装置＋ＰｏＥ ＨＵＢ８ポート （姿図参照）

４局用アダプター

トイレ呼出ボタン 引きひも・復旧ボタン付 （姿図参照）

復旧ボタン 壁付 （姿図参照）

角型表示灯 壁付 （姿図参照）

コードレス基地局 天井付 （姿図参照）

天井内転がし配線

ＵＴＰ０．５－４Ｐ 天井内転がし配線

電話主装置 電話設備にて移設

コア抜き φ５０

凡　例凡　例

ＮＣ

３ １

Ｎｏ．

Ｎ Ｎ Ｎ

Ｎ

株式会社　五井建築研究所

縮尺工事名訂正 記事担当 年月日 工事番号一級建築士事務所石川県知事登録　 １ ０ ２６号
一級建築士　 　第２ ６ ９ ９２ ３号　 　 　 　 　 　
設備設計一級建築士第２ ３２ ６号　 　喜多孝之

図面名

弱電設備　系統図（２）

１６ ３

１４ １

１０

Ｐ Ｂ

長寿園デイサービスセンター改修工事 A3=1/NS
E011

２４－２３ Ｆ2026. 4K.Haruki  



As

As

制御盤

花

　　　　　　　　　　　　　（ＰＦ２８）×３
ＦＣＰＥＥ－Ｓ０．９－５Ｐ×２

ＦＣＰＥＥ０．９－３Ｐ ＦＣＰＥＥ０．９－５Ｐ

ナースコール制御盤を移設する。
建屋本館１Ｆ寮母室より

ＷＰ.ＳＵＳ

ＮＣ

1,800

6
,
0
0
0

1,8001,800

プロパン庫

職員更衣室

シャワー室渡り廊下

休養室

事務室・相談室

ホール

玄関

風除室

便所

浴室 脱衣室

便所
前室

日常動作訓練室

食堂

喫茶コーナー湯沸室

休憩室

1211109

Ａ Y1

Ｅ

Ｄ

Ｃ

Ｂ
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株式会社　五井建築研究所

縮尺工事名訂正 記事担当 年月日 工事番号一級建築士事務所石川県知事登録　 １ ０ ２６号
一級建築士　 　第２ ６ ９ ９２ ３号　 　 　 　 　 　
設備設計一級建築士第２ ３２ ６号　 　喜多孝之

図面名

弱電設備　平面図長寿園デイサービスセンター改修工事２４－２３ Ｆ2026.4K.Haruki 
E012
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As

As

制御盤

花

Ｐ

Ｂ

便所

便所

休養室

ホール

事務室・相談室

職員更衣室

シャワー室渡り廊下

プロパン庫

玄関

風除室

前室

日常動作訓練室

脱衣室浴室

休憩室

喫茶コーナー湯沸室

食堂

HP0.9-10P

表示機を撤去し、受信機更新とする

（キッチン）自動火災報知設備　平面図参照

1211109

Y1

Ｅ
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Ｂ

Ａ
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株式会社　五井建築研究所

縮尺工事名訂正 記事担当 年月日 工事番号一級建築士事務所石川県知事登録　 １ ０ ２６号
一級建築士　 　第２ ６ ９ ９２ ３号　 　 　 　 　 　
設備設計一級建築士第２ ３２ ６号　 　喜多孝之

図面名

自動火災報知設備　平面図長寿園デイサービスセンター改修工事 A3=1/200
E013

2026.4K.Haruki ２４－２３ Ｆ



2

R3

DS

F1

DS DS

ALW

10

1

Ｋ

1

Ｚ

WD

1

Ｚ

3

WD

２

ALW

８ 9

ALW Ｚ

2

キッチン

注　記

備　　　　　　　考

１種, 防水型

天井内転がし配線

自火報設備

注　記

記　　号 名　　　　　　　称

凡　例

定温式スポット型感知器

ＡＥ０．９－４Ｃ

１．特記なき配管配線は下記とする。

２．図中細線は既設を示し、太線は新設を示す。

700

４

A

３

7050 70507070 1,1501,150 5070 50701,7701,770 18050180507070 5805801,1501,150

105105
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00
0

2,
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0
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40
0

110 50110 50 580580600600700700 700700
2,0002,000

105105

8,0008,000
6,0006,000

株式会社　五井建築研究所

縮尺工事名訂正 記事担当 年月日 工事番号一級建築士事務所石川県知事登録　 １ ０ ２６号
一級建築士　 　第２ ６ ９ ９２ ３号　 　 　 　 　 　
設備設計一級建築士第２ ３２ ６号　 　喜多孝之

図面名

（キッチン）自動火災報知設備　平面図 A3=1/30
E014

2026.4K.Haruki ２４－２３ Ｆ 長寿園デイサービスセンター改修工事
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